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寺尾道仁 ○関根秀久 (神奈川大)
1. は じめ に マ イ ク ロホ ンの有 無 に
よる観 測 点 音 圧 の変 化 , す な わち , 自
由音 場 補 正 につ い て は, マ イ ク ロホ ン
ペ ア の相対 補 正 に た い して文 献 【1】が あ
るが , 絶対 補 正 に た い して は不 明 の ま
まで あ る.音 響 ホ ロ グ ラ フ ィや到 来 音
波 方 向 同定 な どに多 点 音 圧 測 定 が 実用
され は じめ て お り, そ れ ぞれ のマ イ ク
ロホ ンの絶対 自由音 場 補 正 を調 べ てお
く 必 要 が あ る.
2.検 討対 象 お よび解析 方法
Fig.1に示 す よ うに, 1/2'1コ ンデ ンサ マ
イ ク ロホ ン単 一 ,柱 状 ペ アお よび
B&KO519)型 プ ル ー ブ の 3通 りの配 置 に
た い す る 自由音 場 補 正 につ い て,境界
要素 法 匹】数値 計 算 に よ り調 べ る. プ ロ
テ ク シ ョング リ ッ ドは省 略 し,一定境
界 要 素 で モ デ ル化 した.遠 距 離 音 場 に
おけ る160Hz以 下 の低 周 波 数領 域 を対
象 と し,Fig.2に示 す よ うに,音 源 はy-Z
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:空気 の音速, ㌔ :マ イ ク ロホ ンペ アの
膜 面 間距離 で あ る.
到来方向 (ここでは入射方向 と-敬) Gi
と音 響 的マ イ ク ロホ ン距 離 SA との関係 は
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i .5 3 警:
Oi 90○ 120○150○180｡ ◆
8&K ○ ロ A ○
1Sym. ● ■ ▲ ●





マ イ クロホ ン挿入時 の量 に (')を付
けて 自由音場 の量 と区別 すれば,イ ンテ
ンシテ ィお よび粒子速度測定上 の相対誤
差 eIお よび eu, また,到来方 向測定上 の







以 上 は そ の誘 導 過 程 を省 略 した が ,
tDkIX-1,-1<<∠Dij<<1,
-1<<krijCOSGi<<1, -1<<AGi<<1
な どを前提 として得 た ものであ る.
5. 自 由音 場 補 正 の評価
自由音場補 正 の大小判 断 は測定 目的 に
よって異 なる.
ネ ッ トイ ンテ ンシテ ィお よび粒子 速度 の
膜面鉛 直方向成分 は,それぞれ
以下 , Ci#900の ような設定 に よる測定
は,誤差 も多 く実用 上 まず重要 で はない
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eIお よび euにたい しては-2.5%, また,
AGiにたい しては, 0･60程度 である.
B&K型 は, さらにこれ よ り小 さい.
一方, 自由音場禰正 の絶対値 陶 の寄
与 は, イ ンテ ンシテ ィ測定.q)誤差 要因 と
してのみ重要 となる.式(5)お よびRg.4よ
り, これ はいず れのマイクロホ ンプルー
ブで も3%程度以下 である.
6. ま とめ マ イ ク ロホ ンの 自由音
場 補 正 につ い て数 値 計 算 に よ り調 べ た
結 果 ,相 対 補 正 ば か りで な く,個 々 の
マ イ ク ロホ ンの絶 対 補 正 につ い て も
B&K型 プ ル ー プが小 さ く,音 圧 測定 の
み の場 合 にお い て もこの よ うな プル ー
ブ を用 い た方 が よい こ と, そ の場 合 自
由音 場 補 正 を省 略 して も, そ れ に よる
誤 差 は数 %以 下 の もの で あ る こ とを示
した｡ た だ し, これ は遠 距 離 音 場 で膜
面 が プ ル ー プ支柱 等 の蔭 にな らな い よ
うな配 置 の場 合 で , よ り一般 的 な厳 し
い条 件 の場 合 にた い して は さ らに検 討
を要 す る.
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